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3. BRL37344のヒトP ,受容体に対する作用: BRL37344のヒトβ ,受容体結合
能およびcAMP産生能について検討を行った｡BRL37344のKi値は1.9±1.4 FL M､
pD2億は6.75±0.09 FL Mであった｡またイソプロテレノールのKi借は4･2±2･3

























ルはⅦ509の陽性変力作用を-相性に括抗したのに対し, β 1 ･ β 2受容体非選
択的作動薬のイソプロテレノールの作用を二相性に括抗した｡
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